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Abstract:

The  purpose  of  this  paper  is  to  concisely  present  an  outline  of  the  Japan  Women’s  Conference,  

which  has  gone  on  once  every  year  since  1984. Furthermore, we  give  a  report  of  the  most  recent  

meeting  in  Kanazawa, in  which  we  took  part. In  conclusion,  we  discuss  what  we  should  do  to  

make  progress  steadily  and  serviceably  in  the  next  Japan  Women’s  Conference  in  2019  in  Sano, 

where  we  will  be  working.  There  are  many  important  elements  to  this  event, but  what  we  hope  

most  is  that  many  young  persons  will  take  interest  in  this  project  and  actively  participate.
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Ⅰ．はじめに

　本稿で紹介する「日本女性会議」（以下「本

会議」）が発足されて 35 年が経つ。2019 年

度の開催地は稿者らの所属する短期大学（以

下「本学」）が所在する佐野市で開催される

ことが決定しており、分科会会場として本

学は使用される予定である。本学は 1990 年

の開学時点では女子大学であったこともあ

り、1996 年に共学化した後も、2018 年 4 月

現在でも女子学生の比率が 94％に達してい

て、常態的に女子学生の割合が高い構成と

なっている。全国から参集する会議参加者

を迎えるための心構えを用意し、また何よ

りこれからの社会を担う若者たちが自分た

ちの生き方を真摯に考える契機として、次

回大会が活かされるよう、（男子学生を含む）

学生たちをはじめとする学内外の若者に本

会議の主旨を知らしめたいというのが稿者

らの願いである。

　そこで本稿を用い、先ずは本会議の概略

を紹介する。続いて稿者らが参加した「日

本女性会議 2018 in 金沢」（以下「金沢大会」）

の概要について報告する。そして最後に、

次回大会である「日本女性会議 2019 さの」

において期待したいこと、配慮したいこと

に対し、稿者の間で討論しまとめたものを

申し述べる。なお、稿者らは共に次回大会

の運営委員であるが、本稿に関する文責は

全て、佐野市運営委員会ではなく稿者らに

帰すものである。

Ⅱ．「日本女性会議」とは：発足の経緯と意義

　1975 年の「国際婦人年」・「国際婦人年世

界会議」から“国連婦人の 10 年”を経て、

1984 年、愛知県名古屋市において初の「日

本女性会議」が開催された。以来毎年、開

催自治体が運営委員会を立ち上げて主催し、

内閣府男女共同参画局、文部科学省、厚生
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労働省、地域の議会・教育委員会・医師会・

大学、地元メディア他、各種市民団体が後

援している。これまでの開催自治体と大会

テーマの一覧を Table 1 に示す。注 1）

　そもそも本会議は、参加者間の交流を通

じて女性問題・男女共生問題に関わる情報

を交換・共有し、社会の意識を啓発するこ

とを目的に開始された。吉田（2015）が分

析するように、当初より政策・制度・法律・

条約への関心喚起に重点が置かれており、

官民が協働・連携しながら政策形成の能力

を高めていくことを推進している。このた

め、毎年内閣府男女共同参画局長が基調報

告を行うとともに、基調講演や分科会にお

いては、専門領域の研究者だけでなく、芸

能人を含めた著名人が講師・情報提供者と

して招聘され、広く聴講者が集まり活発な

議論が行われるよう、工夫が為されている。

　分科会は、唯一設定されなかった第 3 回

大会を除き、例年 4 ～ 16 の機会が設けられ、

第 1 回～第 35 回大会の分科会設営平均値は

9.1 である。第 35 回金沢大会までに分科会

で取り上げられた内容を、吉田（2015）の

資料と近年の大会資料を基にまとめたのが、

Table 2 である。なお、カテゴライズにあたっ

ては原則として大会主催側が大テーマとし

て掲げた標記（「福祉」や「働き方」など）

を基にしたが、一部概念に対しては、本会

議の方向性の明確化を企図して、稿者 2 名

で討議を行い、類似概念をまとめた。例え

ばジェンダー論、セクシャリティ、女性学、

女性史、性、女性（の活躍）、男性、セクシャ

ルマイノリティは、すべて「ジェンダー」

とした。さらに計数にあたっては、例えば「家

族と健康」（第 3 回川崎大会）というように

１つの会場テーマに複数のカテゴリーが盛

Table1：日本女性会議の大会開催地とテーマの一覧
回次 開催年 開催地 開催道府県 テーマ

名古屋市 愛知県 語り合い、考えあい
川崎市 神奈川県 かわさき女性フォーラム’85
川崎市 神奈川県 かわさきフォーラム’86
山形市 山形県 あなたの生き方みえてますか
北九州市 福岡県 21世紀の世界をひらく女性立つWOMEN PREVIEW 21 
那覇市 沖縄県 女性が創造する平和 
高松市 香川県 快適に働き快適に生きる
藤沢市 神奈川県 かがやけ地球女と男で：共生・活力・創造を求めて
長野市 長野県 豊かに拓こう地球時代：男女共生のあしたをめざして
福岡市 福岡県 風は西からいま行動のとき
和歌山市 和歌山県 時間を翔るひとたちへ
新潟市 新潟県 ともにつくる社会ひろがれウィメンズパワー
宇都宮市 栃木県 さあ世界へともに歩き出そう
岡山市 岡山県 自分らしく生きられる社会に！
尼崎市 兵庫県 「個」と「個」で紡ごう共生社会 
浜松市 静岡県 21世紀へのプレリュード奏でよう自分らしく
津市 三重県 そうや！女も男もおんなじ人間やんか：男女共同参画社会の実現のために
水戸市 茨城県 世紀を拓こうあなたと偕に
青森市 青森県 私は私を大切に思うのと同じ重さであなたを大切に思う
大津 滋賀県 いのちの世紀　びわ湖で輝け女と男
松山市 愛媛県 集い、語り、ともに開こう！ 新たな関係
福井市 福井県 女と男が創る豊かな未来ともに語ろう不死鳥の郷土で
下関市 山口県 We are ～わからないから信じあう。知らないから支え合う。
広島市 広島県 一人ひとり　響き合って　いま　そして未来へ
富山市 富山県 煌く人とひと、連なる峰々へ
堺市 島根県 山の動く日きたる：ジェンダー平等の宇宙へ
京都市 京都府 ひとりひとりが輝く 色彩あふれる世界へ
松江市 島根県 語ろう・紡ごう・"だんだん”の縁（えにし）を世界へ
仙台市 宮城県 きめる、うごく、東北 （ここ） から
阿南市 徳島県 いきいきわくわく小さなまちから新たなるステージ！ 
札幌市 北海道 未来の景色は、わたしたちが変える
倉敷市 岡山県 思いやり男女（ひと）が集う白壁のまち：ライフステージとそれぞれの男女共同参画
秋田市 秋田県 見つめて、みとめて、あなたと私：多様性（ダイバーシティ）とは
苫小牧市 北海道 北の大地で語ろう　これからの未来の一歩を
金沢市 石川県 たたえようこれまでの道、彩ろう未知なる明日
佐野市 栃木県 ようこそ！「人生100年時代」さあ、共に語り、絆結ぼう
刈谷市 愛知県 未定
甲府市 山梨県 未定

市
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り込まれている場合は「家族」に 0.5、「健康」

に 0.5 と数値を分割し、また同一大会の複

数会場で同カテゴリーが扱われている場合

（例えば第 33 回秋田大会で「女性の活躍」

が 2 会場でテーマとして扱われている事例

や、第 20 回大津大会での「ジェンダー論」

と「女性史」が別々に開設されている事例）

は、複数事例として算出した。その結果、

扱われたテーマとしては、①労働・働き方・

ワークライフバランス（30 回）、②国際交流・

国際関係（29 回）、③ジェンダー（21 回）、

④高齢者・高齢社会（18.5 回）、⑤被害者保

護（17.5 回）が多く、これらのテーマが聴

講者の関心を強く誘うものとして運営側に

認知されていることが知れた。またテーマ

として選定された内容には、時代性や折節

の世情が反映されている。例えば「被害者

保護（DV・ハラスメントを含む）」がほぼ

毎年扱われるようになったのは 1996 年の第

14 回岡山大会以降であるが、世間一般にお

けるこの問題への関心の高まりが、2001 年

の「配偶者からの暴力の防止及び被害者の

Table2：日本女性会議における分科会テーマの設定回数順位（第1～35回大会）

順位 分科会テーマ 備考 回数

労働・働き方・ワークライフバランス

国際交流・国際関係 国際社会・国際理解を含む

ジェンダー
ジェンダー論・セクシャリティ・女性
学・女性史・性・女性（の活躍）・男
性・セクシャルマイノリティを含む

高齢者・高齢社会

被害者保護・DV・ハラスメント

教育 キャリア教育を含む

政治・行政・政策・地方自治 政治参画

環境

保育・保育政策・子育て

農業・農林水産

福祉・社会補償

メディア・情報

保健・医療

地域 地域史・地域作り・まち作りを含む

人権・人権政策

国土・防災

歴史・文化

家族

栄養・健康・食育

法律・法務・法政策 家族法を含む

青年・若者

科学

貧困・格差

ライフコース・ライフキャリア

消費・経済

人口政策

公民連携 公民協働を含む

経営

平和 平和運動史を含む

多様性 ダイバーシティを含む

エネルギー

コミュニケーション

居場所作り
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分科会 テーマ 内容 出演者 形式 定員 申込者数

分科会
1

【防災・まちづくり】

 一人ひとりが大切にさ
れる 防災・減災のま
ちづくりをめざして ～
かけがえのない “ いの
ち ” に寄り添う～

災害は社会の脆弱な部分に集中的に被害をもたらし
ます。災害時要配慮者をめぐる諸課題の中には、自
然災害のたびに繰り返されているものが少なくありま
せん。わが国が災害大国であることを踏まえれば、
対策は待ったなしです。金沢コミュニティ防災士を中
心とした地域レベルの具体的取り組みを手掛かりに、
被害の不平等性の克服に向け、過去の災害の教訓
を平時の地域コミュニティに組み込むための可能性
と住民中心のまちづくりについて考えます。

講師・コーディネーター 
　田中 純一　北陸学院大学教授
パネリスト
　浦野 愛
　　NPO法人レスキュー・ストックヤード常務理事
パネリスト 
　花岡 暁子　金沢市長土塀自主防災会
パネリスト
　竹田 雅子　金沢市三馬地区防災士会

パネルディス
カッション 150 151

分科会
2

【国際理解】

 多様な人と文化の共
生をめざして ～歴史都
市金沢の国際化の現
状と課題～

歴史都市として知られる金沢は外国人観光客にも大
人気です。外国人住民も増えています。この街は近年、
多様な言語・民族・宗教の人々が行き交い、とも
に暮らす街へと急速な変化をとげています。しかし、
街も住民達の多くも、まだその変化について行けて
いるとは言えません。伝統的な暮らしの良さを活か
しつつ多様性に対応していくためには何が求められ
るのか、様々な立場から金沢で活動してきたパネリ
ストの経験を共有しながら、会場の皆さんと一緒に
考えます。

コーディネーター
　岸田 由美　金沢大学理工研究域准教授
パネリスト
　田中 尚人　アドビジネスセンター理事長
パネリスト
　柳川 秀子　日本語学習支援ボランティア
パネリスト 
　ヒクマバルベイド
　　金沢大学留学生支援地域アドバイザー

パネルディス
カッション 90 92

分科会
3

【政治への参画】

 議会の景色を変えて
みよう ～ 2019 年 統
一地方選 変えるのは、
今！～

5 月 23 日 政治分野における男女共同参画推進法
成立。女性議員は国会のみならず、県市町のどの議
会においても相変わらず少数派。なぜ、女性たちは
政治の世界から遠いのでしょうか。石川県内議会で
は子ども議会開催が活発で、議員構成は男女半々。
子どもらが描く議会の景色は、すでに男女共同参画
社会です。前尼崎市長の体験や女性議員比率が４割
を超える小金井市議会・島本町議会の活動、そして
地元金沢市議会の現状から、一人ひとりの「できる！」
を探り、行動の一歩を持ち帰りましょう。

講師・パネリスト
　白井 文　前尼崎市長
パネリスト
　吹春 やすたか　小金井市議会議員
パネリスト
　戸田 靖子　大阪府島本町議会議員
パネリスト 
　久保 洋子　金沢市議会議員
進行
　常光 利惠　石川県各種女性団体連絡協議会会長

ミニ講演・
パネルディス
カッション

198 142

分科会
4

【働き方】

 日本のこれまでの労働
環境を 女性が変える、
女性も変わる ～皆が
幸せになれる働き方へ
の転換～

「女性活躍」が叫ばれる中で、ジェンダーギャップ指
数は毎年 最低を更新し続け、働く女性の 7 割以上
は管理職への昇任を望まないというデータが出るな
ど、依然として女性の活躍は進んでいないのが現状
です。企業と女性がともに成長し、働きやすい職場
を作っていくためには何が必要か、また、女性自身
の決意と覚悟を促すために何ができるかを考えます。

コーディネーター
　宮原 淳二
　　㈱東レ経営研究所ダイバーシティ
　　　　　　　&ワークライフバランス推進部長
講師・パネリスト
　大槻 奈巳　聖心女子大学人間関係学科教授
パネリスト
　近藤 宣之　㈱日本レーザー代表取締役会長
パネリスト
　高 由紀　エキスパート・フラップ㈱代表取締役

ミニ講演・
パネルディス
カッション

344 231

分科会
5

【貧困と子どもの権利】

 学ぼう！ 子どもの今と
未来について！ ～子ど
もの豊かな成長を保障
するために～

子どもの豊かな成長を阻害する要因として、今、貧
困の問題が大きくクローズアップされています。貧困
によって子どもの学び・進学・成人後の就労などが
大きく影響を受けますが、子どもの権利保障の観点
から言えば、子どもの育つ権利をはじめとする諸権利
が保障されない状況といえます。貧困によって、子ど
もは学力や生活（食事・衣服）のみならず、将来へ
の希望、あるいは自己肯定感を失ってしまうところに
この問題の深刻さがあります。今回は、子どもの権利
保障の観点から子どもの貧困問題を考えてみます。

コーディネーター
　荒牧 重人　山梨学院大学教授
パネリスト
　明橋 大二　真生会富山病院心療内科部長
パネリスト
　多田 元　NPO法人子どもセンターパオ理事長
パネリスト
　荘保 共子　NPO法人こどもの里理事長

パネルディス
カッション 600 235

分科会
6

【医療における性差】

 健康寿命延伸におけ
る性差を考える ～男
女のプレコンセプショ
ンケア（妊娠前ケア）
から医療介護力まで～

人口減少をたどる中、人生 100 年時代が到来。世
界に類を見ない少子超高齢化時代を乗り越えるため
の課題が山積し、どのように解決していくか世界が
注視しています。ウィメンズヘルス、メンズヘルスの
性差の視点で生物学的特性を理解し、より良い医療・
看護・介護を学び、健康寿命延伸の実現の為の知
恵を得ましょう。

講師
　対馬 ルリ子
　　NPO法人女性医療ネットワーク代表
講師
　堀江 重郎　日本メンズヘルス学会理事長
　　　　　　 日本抗加齢医学会理事長
パネリスト
　赤澤 純代　金沢医科大学病院
　　　　　　 女性総合医療センター副センター長
パネリスト
　久藤 妙子　全国介護政治連盟会長
　　　　　　 社会福祉法人篤豊会理事長

ミニ講演・
パネルディス
カッション

196 189

分科会
7

【DV・ハラスメント】

　＃ Me Tooから ＃
WeToo へ わたしたち
はもう我慢しない ～す
べての暴力にＮＯ！意
識レベルからの変革と
行動、「これから」を
つくろう～

弱者に対する暴力、DV、ハラスメント、性暴力、虐
待はなぜなくならないのでしょうか。声を上げにく
い社会の問題は何なのでしょうか。「わたしたちはも
う我慢しない」と声を上げた人たちを孤立させない
社会と意識レベルからの変革のために再度課題を探
り、解決につなげる行動を起こしましょう。男女平
等社会実現のための「これから」を一緒に考えます。

講師・コーディネーター
　上野 千鶴子　NPO法人ウィメンズ アクション
　　　　　　　　　　　　ネットワーク理事長
パネリスト
　牟田 和恵　社会学者・大阪大学大学院
　　　　　　　　　　　　人間科学研究科教授
パネリスト
　小酒部 さやか　NPO法人マタハラNet創設者
　　　　　　　　 ㈱natural rights代表取締役
パネリスト
　伊藤 詩織　ジャーナリスト

ミニ講演・
パネルディス
カッション

590 233

分科会
8

【農林水産】 

みんなで、元気に暮ら
そう！ ～里・山・海の
恵みを未来に～

農業の大規模化を推進する「攻めの農業」や、食
の安全や地域の暮らしを守るカギは「兼業農家」と
の声の中、日本一小さい専業農家「風来」の、ゆと
りの生活を楽しみつつ、仕事としての農業の無限の
可能性をお聞きします。そして、奥能登で地域農業
のリーダーとしての女性の活躍、森づくりを自分事と
して感じてほしいと林業女子会の活動、水産業にお
ける女性達の新たな取り組みなどを通して、里・山・
海の恵みを未来につなぎ、いのちをはぐくみ続けるた
めに、今、私たちができることを共に考えます。

講師・パネリスト
　林　浩陽　㈱ 林農産代表取締役社長（野々市市）
パネリスト
　西中 宏美　西中農園代表（能登町）
パネリスト
　砂山 亜紀子　もりラバー林業女子会＠石川 代表
　　　　　　　 （金沢市）
パネリスト
　藤田 寿代　JF石川七鹿支所参事（七尾市）
進行
　南川 美惠　農山漁村女性応援団（白山市）

ミニ講演・
パネルディス
カッション

144 111

分科会
9

【性の多様性】 

LGBT/SOGI（ ソジ ） 
いま求められているこ
と ～一人ひとり私らし
く生きられる社会を～

男女共同参画基本計画では、2010 年の第 3 次計
画から、性的指向・性自認（SOGI）を理由とする
困難への取り組みが明記されています。この分科会
では各自治体での取り組みの実情と課題を知るとと
もに、当事者のかかえる困難について、これから男
女共同参画にどう位置づけ、一人ひとりがどのように
関わっていくことができるのかを考えます。

コーディネーター
　谷口 洋幸　金沢大学国際基幹教育院准教授
パネリスト　中村 吉基　日本キリスト教団牧師
パネリスト　岩本 健良　金沢大学人文学類准教授
パネリスト　矢野 恵美　琉球大学法科大学院教授
パネリスト　佐藤 美和　お茶の水女子大ジェンダー
　　　　　　　　　　  研究所研究員

パネルディス
カッション 120 108

Table3：金沢大会における分科会の内容等一覧

注）申込者数は最終決定前の値である。

注）「内容」は大会運営委員会の広示をそのまま掲載した。
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保護に関する法律」制定（及び 2004 年、

2008 年、2014 年の改訂：「配偶者からの暴

力の防止及び被害者の保護等に関する法

律」：通称「DV 防止法」）に同期・反映さ

れていると考えてよいだろう。

　このように日本女性会議は、時代の抱え

る関心や問題意識が顕在化し共有される場

であり、日本全国の自治体で持ち回り開催

されることで、一般市民への啓発活動とし

ての役割をも担っている。様々な立場から

の意見が各種企画の場で提供・交換される

ことによって、参加者の思考体系が前進・

深化し、より多くの人材、ひいては社会全

体の意識が止揚されることが期待されてい

るのである。

Ⅲ．「日本女性会議 2018 in 金沢」その概要

紹介

　稿者らも参加した金沢大会は、2018 年 10

月 12 日（金）から 14 日（日）までの 3 日間、

石川県金沢市で開催された。金沢大会では、

「たたえようこれまでの道彩ろう未知なる明

日」を大会テーマに掲げ、全国から約 2000

人の参加者が集い、活発な討議、情報交換、

交流が行われた。

　金沢大会 1 日目は、金沢歌舞伎座ホール

を会場に開会アトラクション（13:00 ～

13:10）から始まり、金沢素囃子保存会“杵

望会”による伝統芸能の粋を極めた演奏で、

華やかな幕開けを演出した。

　開会式（13:10 ～ 13:30）では、副大会長

神谷ますみ氏による開会宣言、大会長であ

る金沢市長山野之義氏及び実行委員長八重

澤美知子氏による主催者挨拶に続いて、金

沢知事谷本正憲氏及び金沢市議会議長清水

邦彦氏より祝辞が述べられた。

　基調報告（13:30 ～ 14:00）では、「フェ

アネスの高い社会の構築に向けて」と題し、

内閣府男女共同参画局長池永肇恵氏より

フェアネスを廻る課題と展望について報告

がなされた。親の介護で離職するのは 7 割

が女性であるという現状が示されるなどの

問題提起がなされた一方、女性が役員を務

める企業の好調などが紹介され、女性が男

性同様に能力を発揮できる社会の実現に向

けて、施策に取り組んでいると結んだ。

　分科会（15:00～17:00）は各会場に分かれ、

分科会 1「防災・まちづくり」、分科会 2「国

際理解」、分科会 3「政治への参画」、分科

会 4「働き方」、分科会 5「貧困と子どもの

権利」、分科会 6「医療における性差」、分

科会 7「DV・ハラスメント」、分科会 8「農

林水産」、分科会 9「性の多様性」、以上 9

つのテーマについて、それぞれの会場にお

いてパネルディスカッション形式で熱心な

討議が行われた。分科会のテーマ、内容、

出演者、形式、定員、申込者数の一覧を

Table3 に示す。

　交流会（18:00 ～ 19:30）は、金沢東急ホ

テルにおいて開催され、前年度開催地挨拶

を北海道苫小牧市、次年度開催地 PR を栃

木県佐野市のそれぞれの担当者が行った。

会場は 550 名を超える参加者が男女共同参

画の活動を通じた情報交換、交流の機会を

共有できる場として、大いに賑わった。メ

ニューについては地元の産物を豊富に取り

入れ趣向を凝らした金沢の味（海の幸を使っ

た刺身・手鞠寿司、金沢おでん、金沢カレー、

加賀野菜てんぷらなど）が振る舞われた。

また、アトラクションでは、地元民謡の普

及と後継者育成活動とを行っている金沢市

民謡協会が出演し、全国からの参加者をも

てなし、交流の場を盛り上げる一役を担っ

た。今回企画の取扱業者である JTB に寄せ

られた申込者数の最終確定前のデータによ

ると、会場の収容人数の制約が参加人数を

制限せざるを得なかったため、キャンセル

待ちは 194 名に上ったという。

　その他、同日に市内を巡るエクスカーショ

ン 3 コースが設けられた。
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　金沢大会 2 日目は、再び金沢歌舞伎座ホー

ルを会場とした。記念講演（9:30 ～ 10:45）

の「能の道を歩む～私の生きがい～」は、

冒頭に宝生流能楽師松田若子氏による能、

宝生流仕舞「船弁慶　後シテ」が披露され

た後に同氏による講演へと続いた。松田氏

は男性が尊ばれる能楽の世界で、女性なら

ではの苦悩の中から自ら進むべき道を模索

してきた。同氏のこれまでの人生とこれか

らの人生についての語りは、静かに聴衆の

共感を誘った。

　分科会報告（11:00 ～ 11:30）では、前日

の討議の成果が分科会ごとに代表者によっ

て報告された。金沢大会の分科会設営は、

全て同時開催（単回）であったので、参加

できなかった分科会の討議の経過を聴く機

会にもなっていた。活発な討議の様子や、

有意義な意見交換が繰り広げられた様子が

窺い知れる報告であった。

　アトラクション（13:00 ～ 13:20）におけ

る創部 87 年を迎える遊学館高等学校吹奏楽

部の演奏は、若さに溢れ、美しく躍動感に満

ちたパフォーマンスに会場は魅了された。

　記念シンポジウム（13:30 ～ 15:30）「これ

からの生き方・働き方のカタチ～『結婚』の

選択肢が不人気なわけ～」は、総合内科専門

医・作家のおおたわ史絵氏が講師・シンポジ

ストとして講演を行った。タイムリーな社会

問題である医学部入試での女子合格者抑制に

ついて、自身の入試の時代にも世間的には同

様の事態が存在した認識があったこと、医学

生時代も医師になってからも医学界では女性

が必ずしも歓迎されていないことを思い知ら

された体験があったことを語ったが、女性医

師には不向きとされる仕事でも女性という性

に囚われずに医師としてできることに挑戦し

ている生き方に聴衆は励まされた。シンポジ

ストの塩谷マスクーダ氏は、「インドとは違

い日本の女性は社会で活躍をしていない。

もっとアピールしていきましょう」と会場に

エールを送った。また同じくシンポジストの

鈴木規秀氏は、育児を応援するボス「育ボス」

として、職場環境を整えるべく情報共有を図る

ために「育ボス企業同盟」を組織し、女性の活

躍を期待して活動していることを報告した。

　閉会式（15:30 ～ 16:00）では、次年度開催

地の栃木県佐野市からメッセージが送られた

（Figure1）。

Figure 1：閉会式の様子：金沢大会から佐野大会へのバトンパス
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　最後に、大会宣言「日本女性会議 2018in

金沢大会宣言」を採択し、参加者全員で確

認した。

日本女性会議 2018 in 金沢大会宣言

一、私たちは、強い意志を持ち、これからも

継続して男女共同参画の実現に向けてあ

らゆる課題に取り組みます。

 

一、次の時代を生きる若い世代の一人ひとり

が、個人として尊重され、その才能を充

分に発揮できる地域づくり、社会づくり

に取り組みます。

一、SDGs 注 2）目標 5「ジェンダーの平等」を

絶えず意識し、女性を取り巻く世界の動

きと連動し、身近な課題にも情熱をもっ

て取り組みます。

　その他、2 日目にもエクスカーション 1

コースが設けられた。

　第 1 ～ 2 日目を通して、メイン会場であ

る金沢歌舞伎座の 2 階大集会室に物産展会

場が開設され、石川県下の 25 店舗、及び石

川県観光物産館より 10 店舗が出店した。石

川県内の海の幸、和菓子などの食品が 22 店

舗、伝統工芸品など食品以外の 13 店舗が並

び、土産を求めて多くの参加者が来場した。

　金沢大会 3日目は、エクスカーションのみ

のプログラムとなり、4コースが設けられた。

　以上、金沢大会の概要を述べたが、開催

には実に多くの協賛、協力関係団体、そし

て 250 名を超えるボランティアスタッフの

協力があり、実行委員会及び関係者方々の

想いが結実した大会となったと言えよう。

金沢市長は開会式の主催者挨拶の折に、金

沢大会開催の実現に向けて 10 年前から地道

に活動してこられた方々を紹介した。金沢

大会関係者各位のご尽力の軌跡を一般に公

開されている資料（主に、金沢市人権女性

政策推進課が発行する機関誌「るうぷ」及

び金沢市ホームページ参照：詳細は引用・

参照文献参照）から辿ると、次のようになる。

　2015 年、日本女性会議を金沢へ誘致する

ための活動を行う市民活動グループ「日本

女性会議を金沢でひらく会」が始動した。

同年 9 年 14 日（月）に金沢市長より「日本

女性会議を金沢でひらく会」のメンバーに

「2018 年度日本女性会議金沢開催の決定」

が報告された。同年 10 月 9 日（金）から

11 日（日）に、関係者が「日本女性会議

2015 倉敷」に参加した。

　2016 年 8 月 25 日（木）に「日本女性会

議 2018 in 金沢実行委員会」が発足した。

当日は設立総会に続き、第 1 回実行委員会

会議が開催され、本格的な活動が開始され

た。同年 10 月 28 日（金）から 30 日（日）

に「日本女性会議 2016 秋田」に実行委員会

委員が参加し、金沢市 PR ブースにて、

2018 年度金沢開催の PR を行った。また「大

会シンボルマークの募集」を開始した。同

年 12 月 22 日（木）に審査（「日本女性会議

2018 in 金沢大会参加受付・宿泊等手配業務

委託　公募型プロポーザル」）した結果、株

式会社 JTB 中部金沢支店が選定された。

　2017 年 3 月末、大会シンボルマークが決

定した。作品名は「よりあうかたち」、作者

は野田悟史氏（千葉県）である。これは糸

が縒りあって紐になるイメージを、金沢を

象徴する鼓門の形状に重ね合わせデザイン

しているものである。同年 5 月 12 日（金）

に「2017 年度第 1 回日本女性会議 2018 in

金沢実行委員会」を開催した。同年 6 月 30

日（金）に審査（「日本女性会議 2018 in 金

沢大会会場設営・運営等業務委託　公募型

プロポーザル」）の結果、株式会社ケイ・

シー・エスが選定された。同年 11 月 25 日

（土）、プレイベントを開催し、シンボルマー

ク表彰式、「日本女性会議 2018 in 金沢」概
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帰途に着くのではないかと思われた次第で

ある。

　それ故に、稿者らは次代を担う若者にこ

そ本会議への参加を期待する。多くの人の

体験や意見に触れ、それらを材料として自

己の思念を何度でも練り直し、自分がどの

ように生きていきたいか、どんな社会を作っ

ていきたいかを考える機会にして欲しいと

念ずる。会場内ではあらゆる世代のあらゆ

る背景を持つ参加者が、活発な議論を展開

する。冷静で論理的な議論は政治家や研究

者などの特定の職務層の専売特許ではなく、

万人のものであるということを、さらに年

齢を問わず理想を追求する姿勢の美しさと

いうものを、若者にはこれを機会に目の当

たりにし、自身の生き方に取り入れてもら

いたい。

　最後に、地域性について触れたいと思う。

今回大会の開催地金沢は云わずと知れた伝

統芸能都市であるが、オープニングから講

演に至るまで持続的に伝統文化が披露され、

大会に華と感銘を与えてくれていた。これ

までのいずれの大会においても、その土地

の独自の文化が紹介され、この趣向も参加

者のちょっとした楽しみのひとつとなって

いると思われる。この機会に、栃木県の地

方都市、佐野の文化が全国に周知され、地

域挙げてのあたたかいもてなしで、来場者

の記憶に好ましい痕跡を残せることを願っ

て已まない。複数の過去大会の参加者デー

タを参照するにつけ、実は栃木県からは常

態的に本会議参加者が多く、次回大会にお

いても、研修の機会を重んじる県下参加者

の来場が、通常以上に増加することが見込

まれる。佐野市民のみならず栃木県民が、

活発な議論を交わし、力を合わせて大会の

成功を導き、新生年号初の大会を、万人共

生社会の明るい門出にしたいものである。

　以上、本稿はいったんここで筆を置き、

次稿にて、稿者らが教員としての立場から

要説明、講談師日向ひまわり氏による講演

会「寄席園芸『講談』の世界に入って」が

行われた。

　2018 年 6 月 15 日（金）～ 8 月 31 日（金）

の期間において、参加申込が受け付けられた。

　そして 2018 年 10 月 12 日（金）～ 14 日

（日）、「日本女性会議 2018 in 金沢」が開催

されたのである。

Ⅳ．「日本女性会議 2019 さの」に向けて

　金沢大会に参加して稿者らがまず感じた

のが、本会議が啓蒙と意識共有を何より重

んじているということである。会場には多

くの実績、キャリア、経験を有する人材が

集結していたが、継続的に参加している人

たちはもちろんのこと、初めて参加した人

たちも、即座に提供される話題の内容を了

解し、自由且つ真摯な意見交換ができる土

壌が形成されていた。直近の会議での決議

事項や話題が直接的に引き継がれていると

いう手応えは然程強くはなかったが、これ

は今後の開催地が 3 年前には決定し、テー

マや企画の検討がその段階から始まって、

直前の会議が開催される時点では既に方向

性などがある程度定まっているということ

も影響している可能性がある。然るに、そ

れ以上に本会議で扱われるテーマや現象が、

問題として実社会に根深く蔓延っており、

社会の意識を変容させるのに相応の時間を

要するというのが現実であるために、本会

議は繰り返し、何度でも問題の在る位置に

立ち戻り、1 人でも多くの現実社会に生き

る人の意識に対し問題提起ができるよう、

倦まず弛まず活動を継続してきたのではあ

るまいか。これは決して本会議における問

題解決の速度に難があることを意味しない。

むしろ、それだけ深刻な問題に対し目を逸

らさずに取り組んできたが故の結果であろ

う。いずれにせよ議場では活発な議論が展

開され、特に初学者ほど強い印象を持って
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若者（主として学生）に対してどのような

働きかけを行ったのかということを主軸と

した、第 36 回佐野大会の実施報告と、今後

の展望について報告するものとする。さら

に、今後数年程度の間に、市政をはじめと

する政策や世情が、本会議とどのような形

で連動しながら変容していくのか、特に社

会教育的観点からその過程を見守り、報告

していきたいと考えている。

注記

注1）甲府市ホームページを参照した。

注2）SDGsとは、Sustainable Development 

Goals（持続可能な開発目標）の略で、

世界が 2030 年までに達成すべき、17 に

亘る環境や開発に関する国際目標のこと

である。
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